
Title 転換期の水際対策 : 日本統治下台湾における海港家畜検疫の強化
(一九一一〜一九二六)

Sub Title Total border blockade : adjustment of seaport livestock quarantines
system in Taiwan under Japanese rule (1911-1926)

Author 末武, 美佐(Suetake, Misa)
Publisher 慶應義塾福沢研究センター

Publication
year

2025

Jtitle 近代日本研究 (Journal of modern Japanese
studies). Vol.41, (2024. ) ,p.205- 234 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10005325-20240000-0205

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


近
代
日
本
研
究
第
四
十
一
巻
（
二
〇
二
四
年
度
）

論
説

転
換
期
の
水
際
対
策

―
―
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
海
港
家
畜
検
疫
の
強
化
（
一
九
一
一
〜
一
九
二
六
）
―
―

末

武

美

佐

は
じ
め
に

台
湾
は
熱
帯
伝
染
病
と
風
土
病
が
頻
繁
に
発
生
し
、
清
末
期
に
は
「
瘴
癘
の
地
」
と
呼
ば
れ
た
。
日
本
統
治
初
期
、
台
湾
総
督

府
は
近
代
的
な
伝
染
病
防
遏
を
制
度
と
し
て
導
入
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
近
代
中
国
・
台
湾
等
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お

け
る
ヒ
ト
伝
染
病
の
防
遏
や
関
連
医
学
発
展
に
関
す
る
研
究
は
既
に
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
の
一
方
、
植
物
、
そ
し
て
動
物
、

と
く
に
人
間
と
の
か
か
わ
り
が
密
接
で
あ
っ
た
家
畜
の
伝
染
病
に
関
す
る
研
究
は
、
未
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
領
域
の
ひ
と
つ
だ
と
指
摘
さ
れ
て
（
1
）

い
る
。
し
か
し
近
年
、
台
湾
の
家
畜
伝
染
病
予
防
が
研
究
テ
ー
マ
と
な
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り
、
例
え
ば
防
疫
の
た
め
の
技
術
的
発
展
や
、
法
令
に
関
す
る
考
察
が
進
ん
で
き
て
（
2
）

い
る
。
こ
の
状
況
に
鑑
み
、
筆
者
は
制
度
の

発
展
や
そ
の
特
色
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
統
治
五
一
年
間
に
お
け
る
家
畜
伝
染
病
防
遏
制
度
の
発
展
に
つ
い
て
二
つ
の
段
階
に
分

け
、
一
九
二
六
年
ま
で
の
台
湾
独
自
の
制
度
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
」
に
拠
っ
た
時
期
を
第
一
段
階
、
一
九
二
七
年
以
後
の
内
地

の
基
幹
法
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
に
拠
っ
た
時
期
を
第
二
段
階
で
あ
る
と
ま
と
（
3
）

め
た
。

台
湾
は
四
方
を
海
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
伝
染
病
防
遏
の
方
法
は
、
陸
上
で
の
防
疫
と
、
水
際
対
策
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ

る
。
近
年
、
台
湾
に
お
け
る
「
海
港
検
疫
」
の
来
歴
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
も
見
（
4
）

ら
れ
、
さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
の
は
じ
め
に
起

こ
っ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
を
め
ぐ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
伝
染
病
拡
大
事
案
は
、
日
本
社
会
に
、
防
疫
に
お
け

る
海
港
検
疫
、
水
際
対
策
の
重
要
性
を
想
起
さ
（
5
）

せ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
ヒ
ト
を
対
象
と
し
た
検
疫
で
あ
り
、
家
畜
を
対
象

と
し
た
も
の
は
議
論
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
。

筆
者
は
「
日
治
初
期
台
湾
家
畜
疫
病
政
策
之
試
行
―
―
海
港
獣
類
検
疫
為
中
心
（
一
八
九
六
―
一
九
一
一
）」
に
お
い
て
、
日

本
統
治
初
期
の
台
湾
家
畜
伝
染
病
予
防
政
策
実
施
の
状
況
を
題
材
と
し
、
史
実
の
再
構
築
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
、
先
述
の

よ
う
な
、
従
来
の
先
行
研
究
の
不
足
を
補
っ
た
。
当
時
、
祭
日
の
供
物
・
宴
席
の
材
料
な
ど
に
豚
を
用
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
台

湾
の
社
会
生
活
に
と
っ
て
豚
は
極
め
て
重
要
な
生
活
必
需
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
台
湾
で
生
産
さ
れ
る
豚
で
は
そ
の

大
き
な
需
要
を
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
中
国
大
陸
か
ら
大
量
に
買
い
付
け
る
こ
と
が
慣
習
と
な
っ
て
い
た
。
台
湾
総
督
府
は
、
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
水
際
対
策
と
台
湾
の
陸
上
で
の
防
疫
を
徹
底
す
る
こ
と
の
両
方
を
盛
り
込
ん
だ
基
幹
法
「
台
湾
獣
疫
予
防

規
則
」
を
一
八
九
九
年
に
制
定
し
た
。
当
該
規
則
の
内
容
は
、
内
地
の
基
幹
法
と
類
似
し
て
い
る
点
も
見
ら
れ
、
例
え
ば
水
際
対

策
を
採
用
し
た
こ
と
な
ど
は
そ
の
筆
頭
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
海
港
家
畜
検
疫
施
行
当
初
、
台
湾
総
督
府
は
各
種
宣
伝
を
行
っ

た
が
、
民
間
か
ら
家
畜
検
疫
実
施
の
理
解
を
得
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
台
北
の
商
業
界
の
有
力
者
―
―
彼
ら
は
多
く
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の
場
合
、
豚
の
卸
売
り
業
も
営
ん
で
い
た
―
―
を
主
要
な
株
主
と
し
た
「
台
湾
家
畜
保
険
株
式
会
社
」
を
発
足
さ
せ
た
こ
と
で
、

台
湾
の
外
か
ら
港
経
由
で
入
っ
て
く
る
家
畜
に
は
検
疫
を
実
施
す
る
と
い
う
概
念
自
体
が
台
湾
社
会
に
定
着
し
始
め
た
。
他
方
、

日
本
か
ら
移
入
す
る
家
畜
に
つ
い
て
は
当
初
明
確
な
検
疫
規
定
が
な
く
、
内
地
の
伝
染
病
の
発
生
・
流
行
状
況
に
呼
応
し
、
時
期

や
移
出
地
を
限
定
し
た
、
臨
時
措
置
と
し
て
の
検
疫
を
行
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
そ
の
の
ち
、
輸
入
家
畜
と
移
入
家
畜
を
同
等
に

扱
っ
て
常
態
的
に
検
疫
を
行
う
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
た
。
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
及
び
施
行
細
則
を
改
正
し
、
制
度
と
実
際
の
海
港

家
畜
検
疫
の
間
の
乖
離
是
正
を
図
っ
た
の
が
、
一
九
一
一
年
の
規
則
改
正
の
重
点
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
一
九
一
一
年
の
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
改
正
後
、
海
港
家
畜
検
疫
実
施
方
法
の
調
整
・
検
疫
の
実
際
状
況
及
び
効

果
・
新
し
い
検
疫
制
度
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
、
一
九
二
六
年
一
二
月
の
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
廃
止
ま
で
の
、
台
湾
海
港
家
畜
検

疫
の
概
況
及
び
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。

一

台
湾
獣
疫
予
防
規
則
の
改
正
と
検
疫
の
調
整

一
八
九
九
年
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
施
行
後
、
清
国
か
ら
の
生
豚
（
清
国
豚
、
以
下
同
）
輸
入
数
に
は
変
化
が
見
ら
れ
た
。
一
八

九
九
年
の
輸
入
数
は
五
二
、九
六
八
頭
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
二
年
に
は
三
七
、八
三
一
頭
、
一
九
〇
四
年
に
は
一
四
、二
六
六
頭

と
な
り
、
顕
著
な
減
少
傾
向
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
伝
染
病
に
罹
患
し
た
豚
の
数
も
減
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
台
湾
総

督
府
は
、
規
則
の
施
行
が
一
定
の
効
果
を
見
た
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
清
国
豚
は
、
基
隆
・
淡
水
の
二
港
か
ら
は
入
っ
て
き
て
い

た
が
、
そ
の
二
港
と
同
様
に
輸
入
家
畜
の
検
疫
拠
点
と
定
め
ら
れ
て
い
た
旧
港
（
現
在
の
竹
北
市
）、
後
嚨
（
現
在
の
苗
栗
）、
塗

葛
窟
（
現
在
の
台
中
市
）
の
三
港
か
ら
は
ほ
ぼ
入
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
現
状
に
呼
応
し
、
一
九
〇
四
年
四
月
、
旧

転換期の水際対策

207



港
・
後
嚨
・
塗
葛
窟
三
港
に
設
置
し
て
い
た
輸
入
獣
類
検
疫
所
は
廃
止
し
、
基
隆
・
淡
水
の
二
港
の
み
で
清
国
豚
を
扱
い
検
疫
を

実
施
す
る
こ
と
と
（
6
）

し
た
。

一
九
〇
六
年
か
ら
は
、
台
湾
総
督
府
が
輸
入
家
畜
に
対
す
る
関
税
率
を
上
げ
た
た
め
、
一
九
〇
七
年
以
降
、
清
国
豚
は
さ
ら
に

減
少
し
、
一
九
〇
七
年
に
は
八
四
一
頭
、
一
九
一
〇
年
に
は
五
二
九
頭
、
一
九
一
一
年
に
は
四
頭
と
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
状
況
と

な
っ
た
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
内
地
か
ら
の
生
豚
移
入
数
は
、
一
九
〇
七
年
に
は
一
、一
三
六
頭
、
一
九
一
〇
年
に
は
四
、一
一
三

頭
、
一
九
一
一
年
に
は
七
、〇
五
八
頭
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
海
外
か
ら
台
湾
へ
入
っ
て
く
る
豚
の
生
産
地
は
、
こ
の

時
を
境
に
、
基
本
的
に
は
清
国
か
ら
内
地
へ
移
行
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
（
7
）

き
る
。
一
九
一
〇
年
、
台
湾
総
督
府
農
事
試
験
場
畜

産
部
技
師
で
あ
っ
た
小
野
新
市
は
、
台
湾
で
は
民
間
に
対
し
養
豚
を
奨
励
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
養
豚
数
は
こ
の
当
時

一
二
〇
万
頭
を
数
え
、
毎
年
屠
殺
可
能
な
豚
は
六
〇
万
頭
に
達
し
て
い
た
が
、
台
湾
全
土
で
の
需
要
を
満
た
す
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
毎
年
多
く
の
豚
を
内
地
と
清
国
か
ら
輸
移
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
（
8
）

い
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
当
時
、
台
湾
で
は
未

だ
豚
を
自
給
自
足
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
海
外
の
豚
に
頼
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

移
入
豚
に
お
い
て
は
伝
染
病
感
染
を
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
一
年
は
じ
め
、
台
湾
総
督
府
は
、
移
入
家
畜
が
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
と
も
な
い
伝
染
病
流
入
の
リ
ス
ク
も
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
移
入
家
畜
の
検
疫
規

範
を
明
確
化
す
る
た
め
、「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
」
の
改
正
に
着
手
し
た
。

同
一
一
月
二
五
日
、
台
湾
総
督
府
は
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
」
改
正
の
律
令
お
よ
び
施
行
細
則
改
正
の
府
令
を
発
令
し
、
当
該

規
則
第
一
一
条
「
台
湾
総
督
ハ
外
国
ニ
獣
疫
侵
入
ノ
虞
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
、
有
病
地
ヨ
リ
又
ハ
有
病
地
ヲ
経
テ
輸
入
ス
ル
獣

類
及
物
品
ノ
検
疫
ヲ
行
ヒ
若
ハ
其
輸
入
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
を
、「
台
湾
総
督
ハ
本
島
外
ヨ
リ
獣
疫
侵
入
ノ
虞
ア
リ
ト
認
ム

ル
ト
キ
ハ
有
病
地
ヨ
リ
又
ハ
有
病
地
ヲ
経
テ
輸
入
若
ハ
移
入
ス
ル
獣
類
及
物
品
ノ
検
疫
ヲ
行
ヒ
又
ハ
其
ノ
輸
入
若
ハ
移
入
ヲ
停
止
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ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
改
正
し
た
。
同
時
に
、
同
施
行
細
則
第
一
〇
条
「
地
方
長
官
ハ
外
国
又
ハ
其
他
ノ
地
方
ヨ
リ
獣
疫
侵
入
ノ
虞

ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
必
要
ノ
港
口
ニ
検
疫
委
員
ヲ
派
遣
シ
輸
入
獣
類
ノ
検
疫
ヲ
行
フ
ヘ
シ
」
を
、「
本
島
外
ノ
有
病
地
ヨ
リ
又

ハ
之
ヲ
経
テ
獣
類
、
其
ノ
屍
体
及
皮
骨
類
其
ノ
他
獣
疫
伝
播
ノ
虞
ア
ル
物
品
ヲ
輸
入
又
ハ
移
入
ス
ル
船
舶
ハ
獣
疫
ノ
検
疫
ヲ
受
ク

ヘ
シ
」
へ
と
改
正
（
9
）

し
た
。
こ
の
時
の
改
正
で
重
要
な
の
は
、「
輸
入
」
で
あ
れ
「
移
入
」
で
あ
れ
、
台
湾
の
外
か
ら
台
湾
へ
持
ち

込
ま
れ
る
家
畜
や
そ
の
他
物
品
が
同
様
に
伝
染
病
の
侵
入
を
媒
介
し
う
る
と
い
う
考
え
が
よ
り
明
確
に
反
映
さ
れ
、
細
則
で
は
そ

れ
ら
の
双
方
を
検
疫
対
象
と
し
て
明
文
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
も
の
が
、「
輸
入
」
を
中
心
に
し
た
規
則
で
、

「
移
入
」
に
つ
い
て
は
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
一
九
一
一
年
以
前
、
家
畜
検
疫
業
務
は
各
地
に
設
置
さ
れ
た
輸
入
獣
類
検
疫
所
の
所
轄
で
あ
り
、
同
所
規
程
に
し
た
が

い
、
当
該
庁
長
或
い
は
支
庁
長
が
検
疫
委
員
長
を
兼
任
し
て
検
疫
の
責
任
者
と
な
り
、
そ
の
指
揮
下
で
実
務
に
従
事
す
る
検
疫
委

員
と
検
疫
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
地
の
属
・
警
部
・
警
部
補
・
技
手
・
獣
医
等
職
員
が
こ
れ
を
兼
任
（
10
）

し
た
。
す
な
わ
ち
、
海
港
家
畜

検
疫
の
実
務
に
従
事
す
る
者
は
、
必
ず
し
も
獣
医
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
一
一
年
五
月
一
七
日
、

台
湾
総
督
府
は
勅
令
第
一
五
一
号
を
も
っ
て
台
湾
総
督
府
港
務
所
官
制
を
公
示
、
こ
れ
に
よ
り
基
隆
港
務
所
、
滬
尾
（
現
在
の
淡

水
）
に
港
務
出
張
所
を
設
置
し
た
。
滬
尾
の
港
務
出
張
所
に
は
検
疫
課
が
あ
り
、
海
港
検
疫
・
輸
移
入
家
畜
検
疫
を
一
手
に
引
き

受
け
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
元
来
、
対
ヒ
ト
検
疫
を
担
っ
て
い
た
台
湾
総
督
府
海
港
検
疫
所
の
業
務
と
、
対
家
畜
検
疫
を
担
っ
て

い
た
基
隆
・
淡
水
輸
入
獣
類
検
疫
所
を
移
管
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
組
織
構
造
は
、
台
北
庁
長
が
港
務
所
長
、
検
疫
医
官
が

検
疫
課
長
を
兼
務
し
、
彼
ら
の
も
と
に
は
港
務
獣
医
（
判
任
官
）
一
名
、
港
務
出
張
所
に
は
獣
医
が
検
疫
員
或
い
は
嘱
託
と
し
て

配
置
さ
れ
、
家
畜
検
疫
・
検
査
及
び
医
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
さ
（
11
）

れ
た
。
以
上
か
ら
、
官
制
が
改
正
さ
れ
た
結
果
、
獣
医
が
検
疫

実
務
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
改
正
を
機
に
海
港
家
畜
検
疫
実
務
担
当
者
の
専
門
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
の
だ
。

従
来
は
、
家
畜
を
輸
移
入
す
る
場
合
、
検
疫
実
務
担
当
者
で
あ
る
検
疫
委
員
が
乗
船
し
て
臨
検
を
し
て
お
り
、
家
畜
の
所
有
者

（
占
有
者
）
や
管
理
人
の
住
所
と
氏
名
・
船
籍
・
船
名
・
船
舶
の
種
類
・
船
長
氏
名
・
家
畜
の
種
類
と
頭
数
・
或
い
は
そ
の
他
の

物
品
（
肉
・
皮
・
骨
）
の
種
類
と
数
量
、
家
畜
及
び
物
品
の
搭
載
地
・
船
舶
の
出
航
日
時
・
経
由
地
等
を
調
査
し
て
い
た
。
一
九

一
一
年
一
一
月
二
五
日
、
官
制
と
同
時
に
改
正
さ
れ
た
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
」
及
び
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
施
行
細
則
」
に
よ

れ
ば
、
海
港
家
畜
検
疫
に
従
事
す
る
職
員
は
、
検
疫
実
施
の
際
に
は
船
舶
に
臨
検
し
、
船
長
又
は
船
長
職
務
を
行
う
者
に
以
下
に

つ
い
て
質
問
し
、
そ
れ
ら
を
と
り
ま
と
め
た
書
類
に
署
名
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
な
質
問
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

一
、
船
籍
、
船
舶
の
種
類
及
名
称

二
、
発
航
ノ
地
名
及
年
月
日

三
、
寄
港
ノ
地
名
及
年
月
日

四
、
獣
類
ノ
種
類
及
頭
数
並
搭
載
の
皮
骨
類
の
数
量
及
性
状

五
、
獣
類
、
其
ノ
皮
骨
類
搭
載
ノ
地
名
及
年
月
日

六
、
獣
類
、
其
ノ
皮
骨
類
の
仕
向
地
名

七
、
獣
疫
発
生
シ
タ
ル
船
舶
又
ハ
獣
疫
流
行
地
ヨ
リ
来
リ
タ
ル
船
舶
ト
交
通
ノ
有
無

八
、
他
港
ニ
於
テ
検
疫
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
ノ
有
無

九
、
航
海
中
又
ハ
寄
港
中
発
病
又
ハ
斃
死
シ
タ
ル
獣
類
ノ
頭
数
及
其
ノ
症
状
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十
、
現
時
病
獣
及
其
ノ
屍
体
ノ
（
12
）

有
無

右
に
引
用
し
た
質
問
項
目
の
う
ち
、
一
か
ら
六
ま
で
の
よ
う
な
、
船
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
航
海
し
て
き
た
の
か
、

そ
し
て
、
ど
の
家
畜
（
或
い
は
関
連
物
品
）
を
ど
の
く
ら
い
積
載
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
も
検
疫
の
際
に
確
認

し
て
い
た
。
し
か
し
、
改
正
後
の
検
疫
制
度
は
、
こ
れ
に
加
え
、
七
〜
十
の
よ
う
な
、
積
載
し
た
家
畜
（
或
い
は
関
連
物
品
）
の

航
海
中
の
衛
生
状
態
に
か
か
わ
る
設
問
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
検
疫
従
事
者
は
、
船
長
又
は
船
長
職
務
を
行
う
者
に
対
し
、

必
要
に
応
じ
て
航
海
日
誌
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
更
に
、
右
の
質
問
に
虚
偽
の
回
答
を
し
た
り
、
航
海
日
誌

の
閲
覧
を
拒
否
し
た
り
し
た
場
合
、
過
料
や
罰
金
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
同
時
に
取
り
決
め
ら
れ
た
。
最
終
的
に
検
疫
に
通
過
す

る
と
、
検
疫
従
事
者
の
署
名
の
入
っ
た
証
明
書
を
下
付
す
る
こ
と
も
明
文
化
さ
れ
た
。

右
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
新
し
い
海
港
家
畜
検
疫
は
、
以
前
よ
り
専
門
性
の
高
い
職
員
が
、
船
舶
に
お
け
る
臨
検
を
通
じ
、
船

舶
到
着
時
点
の
状
況
の
み
な
ら
ず
、
航
海
の
来
歴
も
含
め
総
合
的
に
理
解
し
た
上
で
積
載
家
畜
（
及
び
そ
の
他
の
物
品
）
の
衛
生

状
態
を
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
検
疫
通
過
後
の
証
明
書
発
行
は
、
家
畜
の
安
全
性
に
対
す
る
公
的
な
「
お
墨
付
き
」

の
具
現
化
で
あ
り
、
海
港
家
畜
検
疫
は
、
こ
れ
を
機
に
よ
り
高
い
権
威
性
を
帯
び
る
に
至
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

二

基
隆
・
淡
水
二
港
に
お
け
る
海
港
家
畜
検
疫

一
九
一
一
年
一
二
月
三
日
、
台
湾
総
督
府
は
、
家
畜
及
び
そ
の
他
の
物
品
に
関
し
、
基
隆
・
淡
水
二
港
の
み
で
の
検
疫
執
行
を

告
示
し
た
。
こ
の
二
港
で
新
し
い
検
疫
制
度
が
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
以
下
そ
の
具
体
的
状
況
を
み
て
い
く
。
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（
1
）
家
畜
輸
移
入
の
状
況

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
〇
六
年
台
湾
総
督
府
が
輸
入
家
畜
へ
の
関
税
率
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、
清
国
豚
の
輸
入
数
は
急
激

に
減
少
し
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
状
態
に
な
っ
た
。
反
対
に
、
内
地
豚
、
特
に
九
州
・
沖
縄
か
ら
の
移
入
豚
は
こ
の
時
を
境
に
、
生
豚
に

お
け
る
新
し
い
選
択
肢
と
し
て
存
在
感
を
帯
び
る
こ
と
と
な
る
。
一
八
九
九
年
〜
一
九
二
六
年
の
台
湾
に
お
け
る
生
豚
の
輸
移
入

状
況
概
要
を
表
一
に
ま
と
め
た
。

表
一
に
よ
れ
ば
、
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
施
行
後
清
国
豚
は
減
り
は
じ
め
、
関
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
一
九
〇
七
年
以
降
は
大
幅

な
減
少
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
中
国
豚
の
減
少
と
対
照
的
に
、
内
地
豚
が
増
え
始
め
、
一
九
一
三
年
に
最
初
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
る
。
内
地
豚
が
台
湾
の
市
場
で
存
在
感
を
あ
ら
わ
し
て
き
た
と
い
う
の
は
、
一
九
一
一
年
以
降
の
極
め
て
顕
著
な
傾
向
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
改
正
の
一
九
一
一
年
か
ら
、
台
湾
独
自
の
基
幹
法
に
拠
っ
て
家
畜
伝
染
病
防
遏
に
取
り
組
ん

で
い
た
時
期
が
終
わ
る
一
九
二
六
年
ま
で
の
間
、
台
湾
の
生
豚
を
支
え
る
の
が
、
内
地
か
ら
中
国
（
清
国
）
へ
と
完
全
に
切
り
替

わ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
限
ら
な
い
。
表
一
か
ら
は
、
一
九
一
七
〜
一
九
二
二
年
に
か
け
て
、
内
地
豚
が
減
り
、
中
国
豚

が
再
度
増
え
る
と
い
う
現
象
も
み
て
と
れ
る
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、
こ
の
時
期
、
台
湾
に
お
け
る
生
豚
供
給
元
と
し
て
内
地
が
存
在
感
を
示
し
た
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
内
地
に
お
け
る
養
豚
は
、
当
時
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
産
業
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
以
前
の
日
本
で
は
、

同
時
期
の
欧
米
と
は
異
な
り
、
産
業
と
し
て
の
畜
産
は
、
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
明
治
期
に
入
り
、
政

府
は
農
業
振
興
に
合
わ
せ
て
畜
産
改
良
を
目
指
し
た
。
こ
の
状
況
の
も
と
、
漸
次
に
養
豚
が
普
及
・
発
達
し
て
い
き
、
大
正
期
に

は
全
て
の
府
県
で
豚
が
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鹿
児
島
は
、
内
地
の
府
県
の
な
か
で
、
明
治
維
新
以
前
よ
り
養
豚
が
行
わ
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れ
て
い
た
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
従
来
の
養
豚
の
慣
習
に
加
え
、
早
く
も
明
治
初
期
に
は
、
長
崎
か
ら
盛
ん
に
種
豚
を
買
い
付

け
養
豚
改
良
に
励
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
一
八
九
七
年
の
時
点
で
、
全
国
の
豚
の
頭
数
の
三
分
の
二
を
鹿
児
島
県
の
豚
が
占
め
て
い

た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
鹿
児
島
県
の
豚
の
生
産
力
は
他
府
県
を
圧
倒
し
て
（
13
）

い
た
。

鹿
児
島
で
は
こ
の
よ
う
な
養
豚
の
盛
況
が
あ
っ
た
一
方
、
豚
の
著
し
い
繁
殖
に
よ
る
価
格
の
下
落
も
経
験
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
事
態
は
、
養
豚
業
全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
養
豚
を
適
切
な
副
業
と
し
て
き
た
農
家
へ
も
打
撃
を
与
え
る
と

考
え
た
県
養
豚
組
合
で
は
、
販
路
の
小
さ
さ
を
問
題
に
し
て
お
り
、
一
九
〇
七
年
夏
、
そ
の
拡
大
に
向
け
て
検
討
が
行
わ
（
14
）

れ
た
。

鹿
児
島
豚
が
本
格
的
に
台
湾
に
移
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
、
基
隆
の
森
山
商
会
が

鹿
児
島
県
養
豚
組
合
と
特
約
を
結
び
、
以
後
し
ば
ら
く
は
鹿
児
島
豚
の
台
湾
へ
の
移
出
を
扱
う
こ
と
と
な
（
15
）

っ
た
。

単
位：

頭

出
典：

三
浦
浅
吉
『
台
湾
の
畜
産

付
台
湾
畜
産
統
計
』、
台
湾
農
友
会
、
一
九
二
九
年
、
付
録
四
三
頁
。

年次 内地から
移入

中国から
輸入

表
一

一
八
九
九
〜
一
九
二
六
年
台
湾
生
豚
輸
移
入
概
要
表

1899 ― 52,968

1900 ― 37,477

1901 ― 29,001

1902 166 37,831

1903 322 24,917

1904 1,024 14,266

1905 678 11,208

1906 982 12,441

1907 1,136 841

1908 3,954 631

1909 2,144 251

1910 4,113 529

1911 7,058 4

1912 11,914 4

1913 19,856 1

1914 15,485 147

1915 17,779 41

1916 11,918 23

1917 4,175 98

1918 3,119 580

1919 1,448 1,264

1920 253 23,406

1921 295 13,196

1922 105 574

1923 213 ―

1924 1,231 ―

1925 15,047 281

1926 2,856 2,795
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日
露
戦
争
中
、
捕
虜
へ
の
食
料
供
給
等
の
た
め
、
鹿
児
島
県
で
多
く
生
産
さ
れ
て
い
た
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
豚
が
海
外
へ
大
量
輸
出

さ
れ
る
と
、
鹿
児
島
に
お
け
る
豚
の
価
格
は
高
騰
し
た
。
し
か
し
業
者
が
競
っ
て
繁
殖
を
し
た
結
果
供
給
過
剰
と
な
り
、
一
九
〇

〇
年
代
末
に
は
逆
に
価
格
が
暴
落
、
販
路
は
途
絶
状
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
鹿
児
島
県
は
さ
ら
な
る
品
種
改
良
を
目
指
し
、
県

令
第
八
号
「
種
牡
豚
取
締
規
則
」
に
よ
り
非
優
良
種
を
用
い
た
交
配
を
禁
止
し
、
他
方
、
販
路
の
拡
大
に
尽
力
し
た
。
こ
の
よ
う

な
措
置
が
功
を
奏
し
、
市
場
価
格
は
回
復
し
た
。
続
い
て
、
同
県
で
は
豚
の
品
種
に
つ
い
て
更
な
る
統
制
が
必
要
と
考
え
、
一
九

一
一
年
か
ら
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
の
み
を
繁
殖
可
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
県
内
各
地
で
奨
励
指
導
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

品
質
の
良
い
豚
を
飼
育
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
県
外
へ
の
販
売
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
台
湾
で
は
も
と
よ
り
生
豚
の
需
要
が
大
き

く
、
鹿
児
島
か
ら
台
湾
へ
の
移
出
は
年
々
増
加
し
た
。
そ
こ
で
、
鹿
児
島
県
で
は
豚
の
移
出
を
扱
う
会
社
や
組
合
を
成
立
さ
せ

た
。
主
要
な
も
の
を
述
べ
る
と
、
例
え
ば
、
一
九
一
一
年
に
発
足
し
た
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
は
、
輸
出
と
い
う
名
称
が
用
い

ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
主
に
台
湾
へ
の
移
出
を
扱
う
会
社
で
あ
（
16
）

っ
た
。

注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
の
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
が
、
生
豚
の
台
湾
へ
の
移
出
だ
け
で
な
く
、
一
九
一
二
年
一
一
月
、
台

北
庁
と
契
約
を
交
わ
し
、
台
湾
側
が
得
た
利
潤
の
一
部
を
台
北
在
住
の
日
本
人
が
組
織
し
た
消
防
組
の
経
費
と
す
る
旨
に
同
意
し

た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
台
北
消
防
組
は
、
公
的
補
助
の
不
足
に
よ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
負
債
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
、
副

頭
取
篠
塚
初
太
郎
が
立
て
替
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
篠
塚
は
、
負
債
の
返
済
と
運
営
に
必
要
な
経
費
の
獲
得
を
意

図
し
、
台
北
庁
と
交
渉
し
た
。
台
北
庁
は
、
台
北
消
防
組
が
そ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
内
地
豚
卸
売
り
を
営
む
こ
と
を
許
可
し

た
。
台
北
庁
と
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
の
契
約
に
よ
り
、
こ
の
事
業
取
り
引
き
に
お
い
て
、
消
防
組
は
売
買
手
数
料
に
売
買
仲

介
料
を
上
乗
せ
し
た
金
額
を
請
求
し
、
こ
の
上
乗
せ
分
を
消
防
組
の
経
費
に
充
て
る
こ
と
と
（
17
）

し
た
。
ま
も
な
く
、
基
隆
消
防
組
も

同
様
に
経
費
不
足
を
理
由
と
し
、
組
頭
小
林
伊
三
郎
が
基
隆
庁
へ
陳
情
、
そ
の
結
果
、
一
九
一
三
年
か
ら
小
林
が
基
隆
に
お
い
て
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鹿
児
島
生
豚
の
卸
売
業
を
営
む
こ
と
、
そ
の
収
益
を
基
隆
消
防
組
の
財
源
と
す
る
こ
と
を
許
可
さ
（
18
）

れ
た
。

以
上
か
ら
、
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
は
、
台
湾
北
部
に
お
け
る
消
防
組
の
財
政
難
を
好
機
と
し
、
台
北
・
基
隆
の
要
求
に
合

わ
せ
る
か
た
ち
で
、
台
北
・
基
隆
そ
れ
ぞ
れ
と
、
双
方
と
も
に
有
利
な
契
約
を
交
わ
す
に
至
っ
た
―
す
な
わ
ち
、
鹿
児
島
側
は
県

内
の
豚
に
関
し
て
台
湾
と
い
う
安
定
的
な
販
路
を
獲
得
す
る
こ
と
、
台
湾
側
は
、
不
足
す
る
消
防
組
の
経
費
を
補
塡
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
す
る
台
湾
社
会
の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
一
九
一
二

年
一
一
月
一
七
日
付
け
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
文
芸
欄
に
は
、「
移
出
豚
」
と
題
す
る
短
い
漢
詩
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
鹿
児
島
県

自
成
村
。
会
社
経
営
移
出
豚
。
廿
紀
商
人
操
勝
算
。
終
当
一
手
財
源
。」（
訳：

鹿
児
島
県
自
成
村
の
会
社
は
移
出
豚
を
扱
っ
て
い

る
。
二
〇
世
紀
に
も
な
っ
て
、
商
人
が
勝
算
を
立
て
、
つ
い
に
多
く
の
利
益
を
手
に
し
た
の
だ
。）
と
い
う
も
の
で
あ
（
19
）

っ
た
。
こ

れ
は
、
台
北
庁
と
鹿
児
島
県
の
間
で
内
地
豚
を
め
ぐ
る
契
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
頃
で
、
詩
文
中
の
「
会
社
」
は
、
鹿
児
島
県
生

豚
輸
出
会
社
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
世
論
は
、
内
地
豚
の
台
湾
移
出
を
め
ぐ
り
、
台
北
庁

と
鹿
児
島
県
の
間
で
利
害
に
基
づ
い
た
特
殊
な
関
係
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
時
代
に
見
合

わ
ぬ
、
公
正
さ
を
欠
く
取
り
引
き
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
別
に
、
一
九
一
三
年
三
月
、
台
湾
総
督
府
農
事
試
験
場
技
手
小
野
新
市
が
命
を
受
け
て
鹿
児
島
養
豚
調
査
へ
向
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
養
豚
の
沿
革
及
び
現
状
・
豚
の
販
売
方
法
及
び
価
格
・
鹿
児
島
生
豚
輸
出
会
社
等
代
表
的
な
卸
売
商
及

び
移
出
業
者
の
組
織
及
び
事
業
概
要
・
豚
の
加
工
・
伝
染
病
及
び
そ
の
治
療
法
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
小
野
は
調
査

の
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
鹿
児
島
県
の
豚
商
や
卸
売
り
業
者
は
、
取
引
時
に
血
統
の
偽
造
や
年
齢
・

疾
病
の
隠
蔽
な
ど
の
事
案
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
一
三
年
三
月
鹿
児
島
県
公
示
「
豚
商
取
締
規
則
」
に
よ
り
、
生
豚
の
売

買
、
交
換
、
斡
旋
の
業
務
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
許
可
制
と
し
、
疾
病
の
隠
蔽
は
罰
金
対
象
と
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
（
20
）

い
る
。
こ
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の
調
査
か
ら
、
鹿
児
島
か
ら
台
湾
へ
移
出
さ
れ
る
生
豚
は
、
移
出
前
の
段
階
か
ら
衛
生
管
理
下
に
お
か
れ
、
そ
の
品
質
は
一
定
程

度
の
信
頼
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
台
湾
側
が
理
解
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
調
査
報
告
の
末
尾
に
「
本
調

査
を
な
す
に
当
り
鹿
児
島
県
技
手
中
須
憲
文
氏
、
鹿
児
島
豚
輸
出
会
社
（
筆
者
注：

正
し
く
は
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
）
取
締

役
竹
内
徳
蔵
氏
は
多
大
の
便
宜
を
与
へ
ら
れ
た
り
茲
に
謹
（
21
）

謝
す
。」
と
い
う
謝
辞
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
調
査
が
、
鹿

児
島
県
庁
、
な
ら
び
に
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
の
「
お
膳
立
て
」
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
調
査
を
通

じ
、
鹿
児
島
側
が
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
を
宣
伝
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

一
九
一
三
年
夏
に
な
る
と
、
鹿
児
島
県
内
の
生
豚
移
出
業
者
の
競
争
は
熾
烈
を
極
め
て
い
た
。
こ
の
時
最
も
勢
力
を
伸
ば
し
て

い
た
の
は
、
盛
進
組
で
あ
る
。
盛
進
組
は
、
主
に
肉
豚
の
買
い
付
け
と
移
出
業
を
営
む
組
合
で
、
こ
の
時
期
、
商
船
二
社
及
び
鹿

児
島
―
門
司
間
貨
物
鉄
道
に
お
い
て
積
載
量
の
優
先
予
約
を
取
り
付
け
、
か
つ
、
台
湾
へ
の
移
出
は
、
従
来
の
よ
う
な
北
部
の
み

に
と
ど
ま
ら
ず
、
南
部
に
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
。
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
は
こ
の
「
競
合
他
社
」
の
状
況
を
考

慮
し
て
増
資
を
計
画
し
、
特
に
豚
の
移
出
地
で
あ
る
台
北
で
出
資
者
を
募
る
た
め
、
会
社
幹
部
で
県
議
員
で
も
あ
っ
た
志
々
目
藤

彦
と
鹿
児
島
県
技
手
中
須
憲
文
を
台
湾
に
派
遣
、
八
月
一
三
日
、
台
北
庁
協
議
室
に
て
台
湾
の
関
係
者
と
会
合
を
開
き
、
増
資
と

移
出
入
の
件
に
つ
き
意
見
を
交
わ
し
た
。
世
論
は
、
鹿
児
島
県
生
豚
輸
出
会
社
の
こ
う
し
た
動
き
を
取
り
上
げ
、
同
社
が
台
湾
で

既
に
当
局
に
と
っ
て
の
「
政
商
」
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
各
種
の
挙
動
に
よ
っ
て
盛
進
組
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
（
22
）

い
る
。

以
上
の
状
況
か
ら
、
鹿
児
島
か
ら
台
湾
へ
の
生
豚
貿
易
を
め
ぐ
り
、
鹿
児
島
の
移
出
業
者
・
運
輸
業
者
・
在
台
日
本
人
有
力

者
・
総
督
府
及
び
地
方
庁
関
係
者
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
軸
に
し
た
複
雑
か
つ
特
殊
な
人
間
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
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一
九
一
〇
年
代
初
頭
、
台
湾
に
お
け
る
移
入
豚
の
生
産
元
は
、
ほ
と
ん
ど
が
鹿
児
島
で
あ
り
、
例
え
ば
、
一
九
一
三
年
の
移
入

豚
約
二
万
頭
の
う
ち
、
鹿
児
島
県
産
は
一
万
五
千
頭
に
も
の
ぼ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
四
年
一
月
一
一
〜
一
二

日
、
桜
島
が
噴
火
、
鹿
児
島
湾
の
利
用
が
困
難
と
な
り
、
薩
摩
半
島
最
南
端
の
山
川
港
の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
た
め

運
輸
コ
ス
ト
が
高
騰
し
、
内
地
豚
交
易
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
鹿
児
島
県
の
生
豚
移
出
業
者
と
台
湾
の
生
豚
受
け
入
れ
業
者
は
経

営
難
に
陥
（
23
）

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
内
地
豚
交
易
上
問
題
が
生
じ
、
台
湾
の
豚
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
背

景
に
、
中
国
豚
の
輸
入
頭
数
は
前
年
一
九
一
三
年
の
一
頭
か
ら
一
九
一
四
年
に
は
一
四
七
頭
へ
と
急
増
し
た
。
中
国
大
陸
に
お
け

る
豚
の
生
産
地
は
、
福
建
の
福
州
・
浙
江
の
温
州
と
台
州
な
ど
で
あ
（
24
）

っ
た
。

ま
た
、
一
九
一
七
年
以
降
、
船
舶
が
不
足
し
、
か
つ
内
地
の
物
価
も
高
騰
し
た
た
め
、
内
地
の
豚
が
激
減
し
、
逆
に
、
中
国
豚

が
再
び
増
加
の
傾
向
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
傾
向
は
特
に
一
九
二
〇
〜
一
九
二
一
年
の
間
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
こ
の
よ
う

な
現
象
は
当
時
の
銀
相
場
の
低
落
の
結
果
、
中
国
の
家
畜
全
般
の
価
格
が
内
地
の
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
っ
た
こ
と
と
も
関
連
が

（
25
）

あ
る
。
一
九
二
〇
年
一
月
、
銀
価
が
一
円
の
時
点
に
お
い
て
輸
入
中
国
豚
が
六
九
頭
で
あ
っ
た
の
が
、
同
年
二
月
、
メ
キ
シ
コ
銀

が
二
・
一
一
円
、
三
月
に
は
二
・
一
二
円
、
四
月
に
は
二
・
〇
二
円
と
価
格
が
上
昇
し
た
時
期
、
中
国
豚
は
ほ
ぼ
輸
入
さ
れ
て
い

な
い
。
同
年
五
月
に
銀
価
が
一
・
六
六
円
ま
で
下
落
す
る
と
、
輸
入
豚
数
は
七
八
八
頭
ま
で
上
昇
、
そ
の
後
の
銀
価
は
、
下
落
傾

向
を
続
け
、
同
年
一
二
月
に
は
一
・
一
三
円
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
年
の
下
半
期
、
毎
月
の
中
国
か
ら
の
輸
入
豚
は

二
、〇
〇
〇
〜
三
、〇
〇
〇
頭
で
あ
り
、
特
に
一
一
月
に
は
四
、六
五
九
頭
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
年
一
年
間
の

輸
入
数
は
計
二
三
、四
〇
六
頭
、
中
国
豚
の
輸
入
頭
数
が
過
去
十
年
で
最
多
と
な
（
26
）

っ
た
。
銀
価
は
翌
年
の
は
じ
め
に
は
更
に
下
落

し
て
い
っ
た
一
方
、
中
国
豚
の
輸
入
数
は
引
き
続
き
伸
び
て
い
き
、
一
九
二
一
年
の
は
じ
め
、
中
国
豚
の
輸
入
は
引
き
続
き
盛
況

で
あ
り
、
一
〜
三
月
ま
で
で
既
に
六
、七
〇
三
頭
も
輸
入
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
豚
の
生
産
元
は
、
厦
門
、
汕
頭
、
福
州
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な
ど
で
あ
（
27
）

っ
た
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
台
湾
の
市
場
と
内
地
の
豚
の
生
産
地
が
人
間
関
係
や
利
害
関
係
を
軸
に
密
接
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
本
稿
の
考
察
対
象
時
期
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
関
係
を
後
ろ
盾
に
、
内

地
豚
が
台
湾
に
大
量
移
出
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
こ
の
時
期
に
安
定
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ
こ

で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
天
災
や
銀
相
場
の
下
落
な
ど
の
大
き
な
環
境
要
因
に
よ
っ
て
内
地
豚
が
価
格
の
上
で
相
対
的
に
競
争
力

を
失
う
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
台
湾
の
業
者
は
あ
く
ま
で
消
費
者
の
動
向
に
反
応
し
て
お
り
、
安
い
中
国
豚
を
大
量
に

買
い
付
け
、
伸
び
続
け
る
生
豚
需
要
に
充
て
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
家
畜
検
疫
状
況

こ
こ
で
は
生
豚
の
輸
移
入
と
検
疫
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
考
察
し
て
い
く
。
一
九
一
二
年
、
中
国
か
ら
到
着
し
た
豚
は
淡
水

港
に
四
頭
、
隔
離
し
た
豚
は
い
な
か
っ
た
。
内
地
豚
は
全
て
基
隆
へ
の
到
着
で
、
一
一
、九
一
四
頭
の
う
ち
、
四
頭
が
船
内
で
斃

死
し
て
お
り
、
臨
検
の
結
果
炭
疽
に
感
染
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
残
り
は
そ
の
ま
ま
船
に
留
置
し
た
が
、
そ
の
最
中
に
さ

ら
に
一
頭
が
斃
死
し
た
。
一
九
一
三
年
、
中
国
豚
の
到
着
は
わ
ず
か
一
頭
、
一
方
内
地
豚
は
一
九
、八
五
六
頭
、
全
て
基
隆
に
到

着
し
た
。
一
九
一
四
年
、
内
地
豚
は
、
鹿
児
島
・
沖
縄
・
福
岡
・
広
島
・
島
根
・
愛
知
・
兵
庫
等
か
ら
移
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
豚
コ
レ
ラ
や
炭
疽
等
の
伝
染
病
が
発
生
し
て
い
た
が
、
こ
の
年
に
台
湾
の
港
に
到
着
し
た
内
地
豚
に
は
伝
染
病
が
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
一
五
年
、
中
国
豚
到
着
数
は
四
一
頭
、
そ
の
う
ち
検
疫
通
過
は
三
八
頭
、
内
地
豚
到
着
数
は

一
七
、七
七
九
頭
、
全
て
検
疫
を
通
過
し
た
。
一
九
一
六
年
、
中
国
豚
到
着
数
は
二
三
頭
、
検
疫
通
過
は
二
二
頭
で
、
内
地
豚
到

着
数
は
一
一
、九
一
八
頭
、
検
疫
通
過
は
一
一
、八
一
七
頭
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
、
中
国
豚
到
着
数
は
五
八
〇
頭
で
、
検
査
通

過
は
五
七
二
頭
、
一
方
こ
の
年
の
内
地
豚
到
着
数
は
三
、一
一
九
頭
で
、
全
て
検
疫
を
通
過
し
た
。
一
九
一
九
年
、
中
国
豚
到
着
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数
は
一
、二
六
四
頭
、
検
疫
通
過
は
一
、一
二
四
頭
、
一
方
、
こ
の
年
の
内
地
豚
到
着
数
は
一
、四
四
八
頭
で
、
こ
の
年
の
内
地
豚

も
全
て
検
疫
を
通
過
（
28
）

し
た
。

右
か
ら
、
こ
の
時
期
の
中
国
豚
に
は
頻
繁
に
伝
染
病
感
染
、
斃
死
な
ど
で
検
疫
未
通
過
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
少

し
詳
細
に
み
て
い
く
と
、
例
え
ば
、
一
九
一
九
年
四
月
四
日
、
温
州
か
ら
基
隆
に
到
着
し
た
船
舶
に
四
〇
頭
の
中
国
豚
が
積
載
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
内
訳
は
、
生
豚
三
九
頭
、
斃
死
豚
一
頭
で
あ
っ
た
。
こ
の
斃
死
豚
を
解
剖
し
た
と
こ
ろ
、
豚
コ
レ
ラ
へ
の
感
染

が
判
明
し
た
た
め
、
生
豚
全
頭
も
一
度
陸
揚
げ
の
の
ち
獣
疫
検
疫
所
で
一
定
期
間
隔
離
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
隔
離
期
間
中
、
五

頭
に
症
状
が
出
た
が
、
残
り
は
異
状
が
な
く
、
四
月
二
二
日
付
け
で
先
に
異
状
が
な
か
っ
た
豚
の
み
検
疫
通
過
と
し
た
。
症
状
が

出
た
豚
に
つ
い
て
は
、
二
頭
が
回
復
し
た
の
で
こ
れ
ら
は
五
月
八
日
に
検
疫
通
過
と
（
29
）

し
た
。
同
年
一
二
月
、
世
論
は
、
検
疫
設
備

の
不
足
を
背
景
に
、
台
湾
に
輸
移
入
さ
れ
る
家
畜
の
検
疫
が
厳
正
さ
を
欠
い
て
お
り
、
水
際
対
策
の
不
徹
底
に
よ
り
伝
染
病
ウ
イ

ル
ス
が
港
を
通
じ
て
侵
入
し
て
し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
台
湾
は
た
だ
で
さ
え
家
畜
伝
染
病
が
頻
発
し
て
お
り
、
一
度
ウ
イ
ル

ス
が
侵
入
し
て
し
ま
え
ば
、
猖
獗
を
極
め
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
し
た
上
で
、
台
湾
総
督
府
に
対
し
、
水
際
対
策
を

徹
底
す
る
と
同
時
に
、
輸
移
入
家
畜
を
少
な
く
と
も
三
週
間
基
隆
に
留
置
し
て
お
け
る
畜
舎
を
建
て
、
そ
こ
に
い
っ
た
ん
全
て
の

家
畜
を
収
容
し
、
伝
染
病
感
染
の
有
無
を
検
査
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
の
で
（
30
）

あ
る
。

一
九
二
〇
年
九
月
、
厦
門
か
ら
基
隆
に
到
着
し
た
船
舶
に
搭
載
さ
れ
て
い
た
家
畜
に
対
し
、
直
ち
に
臨
検
を
実
施
し
た
結
果
、

九
八
頭
の
生
豚
の
う
ち
、
七
頭
が
斃
死
し
し
か
も
そ
の
死
体
は
船
内
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
斃
死
は
豚

コ
レ
ラ
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
残
り
の
生
豚
九
一
頭
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
船
内
に
留
置
し
て
い
た
が
、
留
置
中
に

七
頭
が
斃
死
し
た
。
更
に
そ
の
残
り
の
八
四
頭
の
う
ち
三
二
頭
は
引
き
続
き
船
内
留
置
、
五
二
頭
は
仙
洞
獣
類
検
疫
所
で
隔
離
と

し
た
。
そ
の
後
船
内
留
置
の
生
豚
の
中
で
さ
ら
な
る
斃
死
が
発
生
、
一
一
月
一
四
日
時
点
で
生
き
て
い
た
五
一
頭
を
検
疫
通
過
と

転換期の水際対策
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し
た
。
ま
た
、
一
一
月
一
七
日
、
中
国
泉
州
か
ら
基
隆
に
到
着
し
た
船
舶
に
一
一
〇
頭
の
生
豚
が
搭
載
さ
れ
て
い
た
が
、
臨
検
の

結
果
一
頭
が
疾
病
に
罹
患
し
て
お
り
間
も
な
く
斃
死
、
解
剖
の
結
果
、
原
因
が
豚
コ
レ
ラ
感
染
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
そ
の
ほ
か

の
豚
に
つ
い
て
は
船
内
に
留
置
し
て
観
察
期
間
を
設
け
た
が
、
こ
の
間
に
更
に
七
頭
が
斃
死
、
船
内
を
消
毒
し
、
伝
染
病
感
染
が

疑
わ
れ
る
五
一
頭
に
つ
い
て
は
検
疫
所
に
移
し
て
隔
離
と
し
た
。
残
り
の
五
一
頭
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
診
断
を
経
て
異
状
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
検
疫
通
過
と
し
た
。
検
疫
所
に
隔
離
さ
れ
て
い
た
豚
の
な
か
に
も
斃
死
が
発
生
し
て
い
た
が
、
最
後
に
残
っ

た
一
五
頭
に
つ
い
て
は
、
隔
離
期
間
が
終
了
し
た
あ
と
、
一
二
月
三
日
に
検
疫
通
過
と
（
31
）

し
た
。
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
中
国

豚
が
増
加
し
て
か
ら
、
検
疫
を
通
じ
て
少
な
か
ら
ぬ
感
染
・
斃
死
豚
を
発
見
し
、
船
内
或
い
は
検
疫
所
に
お
け
る
留
置
・
隔
離

や
、
殺
処
分
な
ど
の
処
置
を
採
っ
た
の
ち
、
異
状
が
な
い
と
確
認
さ
れ
た
豚
の
み
を
検
疫
通
過
さ
せ
た
。

三

淡
水
に
お
け
る
海
港
家
畜
検
疫

（
1
）
淡
水
一
港
体
制
確
立
の
経
緯

一
九
二
〇
年
九
月
、
地
方
制
度
改
正
に
と
も
な
い
、
台
湾
総
督
府
は
勅
令
第
三
五
〇
号
を
以
て
港
務
所
官
制
を
改
正
し
、
基
隆

港
務
所
長
は
台
北
州
警
務
部
長
が
兼
任
、
検
疫
課
長
は
港
務
官
が
担
う
職
務
と
な
り
、
検
疫
課
長
の
も
と
に
港
務
医
官
（
奏
任

官
）
一
名
、
港
務
医
官
補
（
判
任
官
）
三
名
、
判
任
港
務
獣
医
一
名
が
ヒ
ト
に
対
す
る
検
疫
と
医
務
の
ほ
か
、
家
畜
に
対
す
る
検

疫
と
獣
医
医
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
（
32
）

っ
た
。
一
二
月
二
三
日
、
台
湾
総
督
府
は
、
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
に
拠
り
、
中
国
全
域
を

「
有
病
地
」
と
す
る
旨
告
示
し
た
。
そ
し
て
一
二
月
二
八
日
、
中
国
か
ら
、
又
は
中
国
を
経
由
し
た
輸
入
家
畜
は
全
て
法
定
伝
染

病
感
染
の
有
無
を
調
査
し
、
法
定
期
間
十
分
に
隔
離
す
べ
き
で
あ
る
旨
検
疫
所
に
通
知
し
た
。
隔
離
は
航
海
日
数
と
合
算
し
て
一
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〇
日
以
内
と
（
33
）

し
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
一
九
二
〇
年
末
、
当
時
台
湾
総
督
府
殖
産
局
農
商
課
長
で
あ
っ
た
今
井
淵
は
新
聞
記
者
の
取
材
に
答

え
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
島
に
於
け
る
獣
疫
は
当
局
の
努
力
と
一
般
の
注
意
に
依
っ
て
漸
次
撲
滅
さ
れ
牛
疫
の
如
き
は
目
下
殆
ん
ど
終
熄
を
告
ぐ
る

に
至
り
唯
だ
豚
虎
列
拉
が
一
部
に
発
生
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
、
然
る
に
従
来
輸
入
を
見
な
か
っ
た
豚
や
牛
が
本
年
の
五
月

マ

マ

頃
か
ら
支
那
よ
り
盛
ん
に
輸
入
さ
る
る
に
至
り
之
等
多
数
の
輸
入
豚
又
は
牛
の
中
に
は
病
毒
の
付
着
し
た
も
の
も
あ
り
之
が

本
島
各
地
に
伝
播
さ
る
ゝ
時
は
折
角
今
日
迄
苦
心
惨
憺
し
て
撲
滅
し
た
獣
疫
が
再
び
蔓
延
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
当
局

で
は
基
隆
・
淡
水
の
両
港
に
輸
入
陸
上
げ
さ
る
ゝ
も
の
ゝ
外
各
港
で
は
一
切
之
が
輸
入
を
為
す
を
得
ざ
る
こ
と
ゝ
し
輸
入
し

た
豚
そ
の
他
に
対
し
て
は
厳
重
な
る
検
査
を
施
し
た
上
各
地
に
供
給
さ
る
ゝ
事
と
し
た
の
で
（
34
）

あ
る

ま
た
、
中
国
豚
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
一
九
二
一
年
四
月
、
こ
の
状
況
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
台
湾
総
督
府
技
師

高
澤
寿
は
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
。

マ

マ
支
那
豚
の
輸
入
は
近
来
益
々
盛
ん
と
な
っ
て
来
た
、
支
那
は
元
来
獣
疫
の
流
行
地
で
あ
る
の
で
総
督
府
で
は
府
令
を
以
て
昨

年
秋
支
那
を
流
行
地
（
筆
者
注：

正
し
く
は
有
病
地
）
に
指
定
し
支
那
か
ら
輸
入
す
る
豚
其
他
の
家
畜
類
は
基
隆
と
淡
水
の

外
一
切
輸
入
す
る
を
許
さ
ず
両
地
で
は
検
査
官
が
居
て
厳
重
検
査
を
行
ふ
た
上
之
を
上
陸
せ
し
め
て
居
る
が
現
在
の
検
査
は

余
り
理
想
的
で
な
い
の
で
不
幸
に
し
て
牛
疫
の
伝
播
を
見
る
に
至
っ
た
暁
に
は
二
〇
年
来
苦
心
し
て
絶
滅
に
帰
せ
し
め
大
成

転換期の水際対策
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功
を
収
め
て
居
る
牛
疫
が
再
発
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
更
ら
に
一
層
積
極
的
の
検
査
を
な
す
べ
く
目
下
其
の
準
備
中
で

（
35
）

あ
る

以
上
か
ら
、
生
豚
を
中
心
と
し
た
輸
移
入
家
畜
検
疫
の
厳
格
化
の
際
、
台
湾
総
督
府
殖
産
局
は
、
豚
コ
レ
ラ
と
同
様
或
い
は
そ

れ
以
上
に
牛
疫
の
侵
入
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
牛
疫
に
つ
い
て
は
当
時
既
に
終
息
状
態
に
あ
っ
た
が
、
水
際
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
で
流
行
再
燃
を
回
避
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
は
当
時
の
学
術
研
究
の
結
果
か
ら
、
牛
だ
け
で
な
く
、
豚

も
牛
疫
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
台
湾
総
督
府
殖
産
局
は
、
豚
を
中
心

と
し
た
輸
移
入
家
畜
へ
の
検
疫
を
強
化
す
る
こ
と
を
通
じ
、
豚
コ
レ
ラ
の
み
な
ら
ず
牛
疫
の
台
湾
へ
の
侵
入
を
水
際
で
阻
止
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
（
36
）

よ
う
。

基
隆
・
淡
水
の
二
港
で
は
、
獣
類
検
疫
所
や
隔
離
の
た
め
の
畜
舎
な
ど
の
設
備
が
十
分
で
な
く
、
港
務
所
は
台
湾
総
督
府
に
対

し
設
備
の
充
実
を
求
め
た
。
一
方
、
設
備
充
実
ま
で
の
間
、
新
し
い
措
置
に
対
応
す
る
た
め
、
輸
入
家
畜
は
畜
舎
で
は
な
く
船
舶

の
な
か
に
留
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
台
湾
総
督
府
は
一
九
二
一
年
五
月
二
四
日
の
告
示
第
八
一
号
を
以
て
同
年
八
月
一
日
以
降

基
隆
港
で
は
中
国
か
ら
或
い
は
中
国
を
経
由
し
た
船
舶
に
搭
載
の
家
畜
に
対
す
る
検
疫
を
実
施
し
な
い
こ
と
を
周
知
し
た
。
一

方
、
淡
水
港
の
獣
類
検
疫
所
の
み
、
七
、九
〇
〇
円
を
費
や
し
て
新
し
い
畜
舎
及
び
そ
の
他
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と

な
（
37
）

っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
か
ら
、
或
い
は
中
国
を
経
由
し
た
輸
入
家
畜
は
、
一
律
淡
水
港
で
検
疫
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
台
湾
総
督
府
は
、
水
際
対
策
強
化
を
打
ち
出
し
た
も
の
の
、
予
算
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
大
幅
に
増
や
す
の
で
は
な
く
、
検
疫

地
点
を
淡
水
の
み
に
絞
り
、
こ
こ
に
予
算
と
人
材
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
政
策
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
方
針
に
至
っ
た
の
に
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
一
に
、
終
息
し
た
ば
か
り
の
牛
疫
再
燃
へ
の
懸
念
で
あ
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る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
一
五
年
〜
一
九
一
六
年
の
阿
緱
血
清
製
造
所
の
実
験
に
よ
り
、
豚
も
牛
疫
に
感
染
し
、
そ
し

て
牛
疫
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
し
う
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
た
。
当
時
台
湾
の
農
家
は
普
遍
的
に
牛
と
豚
を
一
緒
に
飼
育
し
て
お
り
、

二
種
の
家
畜
の
接
触
は
頻
繁
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
台
湾
総
督
府
殖
産
局
は
、
豚
に
対
す
る
牛
疫
感
染
予
防
に
着
手
す
る
こ
と

が
、
牛
疫
防
遏
の
新
し
い
手
法
と
し
て
合
理
性
を
帯
び
る
と
考
え
始
め
て
い
た
よ
（
38
）

う
だ
。

第
二
に
、
輸
移
入
検
疫
に
対
す
る
基
本
的
態
度
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
内
地
か
ら
台
湾
へ
移
出
さ
れ
て
い
た
生
豚
に
つ
い

て
は
、
台
湾
総
督
府
が
実
施
し
た
内
地
の
養
豚
調
査
を
通
じ
、
移
出
地
で
の
卸
売
り
業
者
・
移
出
業
者
に
よ
る
衛
生
管
理
の
有
効

性
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
合
意
が
取
れ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
一
方
中
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
時
期
は
下
る

が
、
一
九
二
二
年
、
養
豚
の
専
門
家
が
、
台
湾
と
中
国
大
陸
の
養
豚
は
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
台
湾
の

養
豚
の
更
な
る
改
良
の
た
め
に
中
国
大
陸
へ
赴
い
て
現
地
の
養
豚
調
査
を
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
（
39
）

い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

一
九
二
〇
年
当
時
、
台
湾
総
督
府
殖
産
局
の
中
国
大
陸
の
畜
産
事
情
へ
の
理
解
が
相
対
的
に
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
状
況
が
推

察
さ
れ
る
。

中
国
が
「
有
病
地
」
と
指
定
さ
れ
た
と
き
、
実
は
内
地
は
ち
ょ
う
ど
、
豚
コ
レ
ラ
の
流
行
拡
大
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
内
地
、
と
く
に
多
く
の
豚
の
供
給
元
で
あ
っ
た
鹿
児
島
の
業
者
が
台
湾
の
有
力
者
等
と
の
間
に
利
害
関
係
を
形
成
し
て
お

り
、
台
湾
は
鹿
児
島
の
移
出
元
で
の
衛
生
管
理
を
理
解
し
て
い
た
た
め
、
移
入
家
畜
に
つ
い
て
は
内
地
の
衛
生
管
理
を
あ
る
程
度

信
頼
し
、
台
湾
で
は
従
来
の
検
疫
方
法
を
維
持
す
る
こ
と
で
安
全
を
担
保
す
る
方
針
を
採
っ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
一
方

事
情
に
通
じ
て
い
な
い
中
国
か
ら
の
家
畜
に
つ
い
て
の
み
、
重
点
的
な
検
疫
を
行
う
と
い
う
変
則
的
な
措
置
を
と
っ
た
の
は
、
予

算
や
人
員
に
限
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
当
時
既
に
、
台
湾
に
お
け
る
豚
の
需
要
と
い
う
問
題
を
日
本
の
帝
国
経
済
圏
の
中
で

解
決
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
可
能
な
限
り
内
地
の
業
者
の
便
宜
を
図
る
と
い
う
、
公
衆
衛
生
以
外
の
要
素
も
、
こ
う
し
た
政

転換期の水際対策
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策
方
針
に
少
な
か
ら
ず
作
用
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

一
九
二
四
年
一
二
月
二
五
日
、
地
方
官
官
制
改
正
に
よ
り
、
基
隆
港
務
所
、
高
雄
臨
時
海
港
検
疫
所
は
そ
れ
ぞ
れ
、
台
北
州
港

務
部
、
高
雄
州
港
務
部
と
改
称
し
、
台
北
州
港
務
部
に
は
海
務
課
、
検
疫
課
、
そ
し
て
淡
水
支
部
が
設
置
さ
れ
た
。
検
疫
課
に
は

専
任
の
港
務
獣
医
（
判
任
官
）
一
名
、
兼
任
の
獣
医
一
名
が
配
置
さ
れ
、
家
畜
検
疫
・
検
査
・
医
務
に
従
事
（
40
）

し
た
。
輸
移
入
家
畜

の
扱
い
は
淡
水
港
の
み
に
限
定
さ
れ
、
家
畜
検
疫
は
淡
水
支
部
が
担
当
す
る
業
務
と
な
り
、
こ
こ
に
淡
水
港
一
港
で
の
検
疫
体
制

が
整
っ
た
。

（
2
）
家
畜
輸
移
入
の
状
況

台
湾
畜
産
業
の
発
達
に
つ
れ
て
、
畜
産
生
産
頭
数
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
台
湾
で
豚
の
自
給
自
足
を
達
成
す
る
の
は

未
だ
困
難
で
、
や
は
り
こ
の
時
期
も
輸
移
入
に
頼
る
状
況
が
継
続
し
て
（
41
）

い
た
。
中
国
豚
の
輸
入
は
、
一
九
二
〇
年
の

二
三
、四
〇
六
頭
が
、
一
九
二
二
年
に
は
五
七
四
頭
と
な
り
、
一
九
二
三
年
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
一
〇
月
、
台
北
市

で
は
毎
年
約
二
万
頭
の
生
豚
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、
地
元
で
生
産
で
き
た
の
は
約
五
千
頭
、
台
中
で
生
産
で
き
た
の
は
約
一
万

頭
に
過
ぎ
ず
、
残
り
は
や
は
り
輸
移
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
中
国
豚
輸
入
ピ
ー
ク
が
短
期
間
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
背
景
を
、
中
国
の
豚
業
者
の
意
向
や
彼
ら
が
お
か
れ
た
境
遇
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
国
の
豚
業
者

の
立
場
を
考
慮
し
た
上
で
一
九
二
〇
年
代
の
台
北
の
状
況
を
描
写
し
た
史
料
を
以
下
に
引
用
す
る
。

中
国
の
浙
江
省
温
州
府
管
内
で
は
、
生
豚
の
価
格
が
非
常
に
安
く
、
百
斤
あ
た
り
一
三
〜
一
四
円
で
あ
る
が
、
台
北
で
は
約

三
〇
円
で
売
る
こ
と
が
で
き
る
。
船
賃
や
そ
の
他
の
費
用
を
差
し
引
い
て
も
、
百
斤
あ
た
り
一
〇
円
の
利
益
が
出
る
。
中
国
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の
商
人
は
利
益
を
重
ん
じ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
こ
の
商
売
に
飛
び
込
も
う
と
し
な
い
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一

つ
目
は
、
検
疫
の
手
続
き
が
非
常
に
煩
雑
で
、
も
し
船
内
で
一
頭
の
豚
に
疫
病
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
同
じ
船
に
積
載
し
て

い
た
ほ
か
の
全
て
の
豚
も
一
週
間
経
た
な
い
と
正
式
な
陸
揚
げ
が
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
し
不
幸
に
も
豚
が
斃

死
し
た
場
合
、
さ
ら
に
一
週
間
、
ま
た
一
週
間
と
延
長
さ
れ
、
斃
死
豚
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
残
っ
た
豚
に
つ

い
て
も
利
益
が
損
な
わ
れ
る
。
二
つ
目
は
、
台
北
で
は
、
台
北
生
豚
仲
買
組
合
が
輸
移
入
豚
に
つ
い
て
特
権
を
有
し
て
お

り
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
安
値
で
買
わ
な
い
限
り
、
他
の
豚
商
が
直
接
購
入
す
る
の
を
許
可
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
豚
の
輸
送
業
者
は
、
仲
買
の
許
可
が
な
け
れ
ば
自
由
に
豚
を
輸
送
し
て
小
売
り
業
に
届
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、
輸
移
入
豚
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
安
値
で
組
合
に
売
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
だ
。（
中
略
）
こ
の
状
況
に
お

い
て
豚
の
供
給
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
輸
移
入
豚
に
対
す
る
検
疫
を
現
状
よ
り
も
簡
便
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
そ
し
て
、
次
に
、
台
北
生
豚
仲
買
組
合
に
よ
る
許
可
制
を
や
め
、
関
連
業
者
が
自
由
な
競
争
に
よ
っ
て
営
業
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
（
42
）

あ
る
。

豚
の
一
大
産
地
で
あ
る
中
国
温
州
で
は
、
豚
の
価
格
は
非
常
に
低
く
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
豚
の
台
湾
へ
の
輸
出
は
大
き
な
利
益
を

生
む
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
商
売
に
参
入
す
る
機
運
が
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
ひ
と
つ
は
海

港
家
畜
検
疫
の
厳
格
化
で
あ
り
、
検
疫
に
通
過
し
て
正
式
に
陸
揚
げ
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
と
い
う
情
報
が

中
国
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
も
う
ひ
と
つ
は
、
当
時
の
台
北
で
は
、
輸
移
入
豚
を
め
ぐ
る
一
連
の
取
り
引
き
が
、
台
湾

の
地
元
の
商
人
を
中
心
と
す
る
台
北
生
豚
仲
買
組
合
の
制
御
の
も
と
に
あ
り
、
そ
の
体
制
下
で
業
者
が
利
益
を
出
す
こ
と
は
困
難

だ
と
中
国
の
業
者
に
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
検
疫
を
通
過
し
て
も
、
す
ぐ
に
販
売
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
中
国
の
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業
者
に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
牛
に
つ
い
て
言
う
と
、
輸
移
入
へ
の
依
存
傾
向
は
顕
著
で
は
な
か
っ
た
一
方
、
少
数
だ
が
内
地
か
ら
牛
を
移
入
し
続
け

て
い
た
。
当
時
の
移
入
牛
は
、
ほ
と
ん
ど
が
乳
用
の
西
洋
種
で
あ
（
43
）

っ
た
。
一
九
二
五
年
、
内
地
で
、
牛
の
伝
染
性
肋
膜
肺
炎
が
流

行
し
た
が
、
こ
れ
は
一
時
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
理
由
は
、
当
該
伝
染
病
が
、
家
畜
伝
染
病
防
遏
法
制
に
お
け
る
法
定
伝
染
病

に
該
当
し
な
い
、
社
会
に
と
っ
て
未
知
の
病
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
五
月
、
大
阪
で
日
本
初
の
感
染
が
見
つ
か

り
、
八
月
に
は
京
都
・
滋
賀
・
兵
庫
・
岡
山
・
香
川
等
に
広
が
り
、
一
一
月
に
な
る
と
、
さ
ら
に
山
形
・
山
口
・
広
島
・
福
岡
・

新
潟
に
ま
で
感
染
は
拡
大
、
こ
の
年
の
感
染
は
二
府
一
〇
県
で
確
認
さ
れ
、
感
染
牛
は
二
三
八
頭
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
感
染
疑

い
に
て
撲
殺
さ
れ
た
牛
は
二
、〇
九
六
頭
に
の
ぼ
っ
た
。
翌
年
八
月
、
今
度
は
福
井
で
発
生
し
、
そ
の
後
全
国
各
地
で
断
続
的
に

発
生
、
新
規
感
染
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
一
九
二
九
年
の
こ
と
で
あ
（
44
）

っ
た
。

同
時
期
、
台
湾
総
督
府
は
、
牛
の
伝
染
性
肋
膜
肺
炎
の
台
湾
へ
の
波
及
を
恐
れ
て
い
た
。
こ
の
伝
染
病
は
台
湾
で
も
法
定
伝
染

病
で
は
な
く
、
防
遏
の
経
験
も
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
二
五
年
八
月
一
九
日
、
台
湾
総
督
府
殖
産
局
が
内
地
の
農
林

省
へ
、
内
地
の
流
行
状
況
を
照
会
し
た
。
そ
の
後
も
再
三
に
わ
た
り
流
行
状
況
を
確
認
し
、
流
行
地
、
す
な
わ
ち
「
有
病
地
」
を

指
定
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
の
畜
牛
移
入
を
停
止
す
る
こ
と
を
決
（
45
）

め
た
。
そ
れ
で
は
内
地
と
台
湾
の
や
り
と
り
が
防
遏
措
置
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
一
九
二
五
年
九
月
八
日
、
台
湾
総
督
府
は
告
示
第
一
二
〇
号
に
よ
り
、

台
湾
獣
疫
予
防
規
則
に
基
づ
き
大
阪
・
京
都
・
滋
賀
・
兵
庫
・
岡
山
・
香
川
を
牛
の
伝
染
性
肋
膜
肺
炎
の
「
有
病
地
」
に
指
定

し
、「
有
病
地
」
の
府
県
か
ら
、
或
い
は
、「
有
病
地
」
の
府
県
を
経
由
し
た
牛
の
移
入
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
一
二
月
三

日
、
さ
き
の
府
県
に
加
え
、
山
形
・
山
口
・
広
島
・
福
岡
も
「
有
病
地
」
に
追
加
し
た
。
同
一
二
月
二
七
日
、
告
示
第
一
八
六
号

を
以
て
更
に
神
奈
川
と
新
潟
を
追
加
、
一
九
二
六
年
五
月
二
〇
日
に
は
告
示
第
七
二
号
を
以
て
滋
賀
・
兵
庫
・
香
川
・
山
形
・
山
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口
・
広
島
・
福
岡
・
新
潟
の
「
有
病
地
」
指
定
を
解
除
し
た
。
同
年
一
一
月
五
日
、
告
示
第
一
三
四
号
を
以
て
大
阪
の
「
有
病

地
」
指
定
を
解
除
、
新
た
に
兵
庫
と
福
井
を
「
有
病
地
」
と
し
た
。
一
九
二
七
年
三
月
三
日
、
告
示
第
二
六
号
を
以
て
、
兵
庫
・

福
井
の
「
有
病
地
」
指
定
を
解
除
、
新
た
に
滋
賀
を
「
有
病
地
」
と
（
46
）

し
た
。
以
上
か
ら
、
内
地
の
流
行
状
況
と
、
台
湾
で
「
有
病

地
」
と
さ
れ
た
府
県
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
内
地
に
お
け
る
牛
の
伝
染
性
肋
膜
肺
炎
の
流
行
地
を
逐
一
農
林

省
に
照
会
し
、
流
行
状
況
に
合
わ
せ
て
「
有
病
地
」
指
定
府
県
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
で
、
法
定
伝
染
病
で
は
な
い
、
未
知
の
病

を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
の
台
湾
へ
の
侵
入
阻
止
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
3
）
家
畜
検
疫
状
況

淡
水
港
で
家
畜
検
疫
を
行
う
体
制
が
整
っ
て
か
ら
、
海
港
家
畜
検
疫
は
厳
格
化
し
、
手
続
き
が
非
常
に
煩
雑
と
な
っ
た
。
も
し

感
染
疑
い
の
家
畜
が
い
れ
ば
、
同
じ
船
の
家
畜
は
全
て
正
式
な
陸
揚
げ
を
許
さ
れ
ず
、
留
置
の
最
中
に
斃
死
し
た
家
畜
が
あ
れ

ば
、
留
置
期
限
は
一
週
間
、
ま
た
一
週
間
と
延
長
さ
れ
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
輸
移
入
家
畜
は
、
感
染
が
判
明
す
れ
ば
、
法
定
留

置
・
隔
離
期
間
が
あ
る
た
め
、
正
式
陸
揚
げ
ま
で
の
道
の
り
は
遠
か
っ
た
。
新
し
い
体
制
に
あ
わ
せ
て
淡
水
に
は
六
、〇
〇
〇
〜

七
、〇
〇
〇
頭
の
豚
を
収
容
し
て
お
け
る
畜
舎
が
竣
工
し
、
厳
し
い
検
疫
は
順
調
に
進
み
、
水
際
対
策
の
徹
底
に
対
す
る
効
果
は

上
々
で
あ
っ
た
よ
（
47
）

う
だ
。

総
じ
て
見
る
と
、
一
九
一
一
年
一
一
月
に
台
湾
総
督
府
が
海
港
家
畜
検
疫
に
関
す
る
規
定
を
改
訂
し
た
後
、
牛
や
豚
な
ど
の
家

畜
は
主
に
内
地
か
ら
移
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
豚
は
内
地
か
ら
の
供
給
で
は
台
湾
の
需
要
を
満
た
せ
な
い
場
合

に
限
り
、
中
国
か
ら
一
定
の
輸
入
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
ま
ず
基
隆
港
務
所
が
基
隆
、
淡
水
に
輸
入
家
畜
検
疫
所
を
設

置
し
、
専
任
の
港
務
獣
医
が
輸
入
家
畜
の
検
疫
を
担
当
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
船
上
で
臨
検
を
行
い
、
検
査
に
合
格
し
た
家
畜
に
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は
証
明
書
を
発
行
し
、
正
式
な
陸
揚
げ
が
許
可
さ
れ
た
。
一
方
、
伝
染
病
に
か
か
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
家
畜

は
留
置
、
隔
離
、
も
し
く
は
焼
却
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
一
二
月
に
総
督
府
は
中
国
全
土
を
「
有
病
地
」
に
指
定
し
、
翌
一
九
二

一
年
八
月
以
降
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
全
て
の
家
畜
に
対
し
、
淡
水
港
で
検
疫
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
台
湾

総
督
府
は
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
家
畜
に
対
し
て
よ
り
厳
格
に
検
疫
を
実
施
し
、
水
際
対
策
の
徹
底
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国

の
家
畜
に
対
す
る
こ
の
「
有
病
地
」
指
定
は
、
少
な
く
と
も
一
九
二
八
年
三
月
ま
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
九
二
五
年
以
降
、
台
湾
総
督
府
は
内
地
で
流
行
し
て
い
た
牛
の
伝
染
性
肋
膜
肺
炎
の
台
湾
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
流
行
が

確
認
さ
れ
た
府
県
を
「
有
病
地
」
に
指
定
し
、「
有
病
地
」
か
ら
の
生
き
た
牛
の
移
入
を
一
時
的
に
停
止
し
た
。
ま
た
、
牛
の
伝

染
性
肋
膜
肺
炎
の
流
行
範
囲
の
変
化
に
応
じ
、「
有
病
地
」
に
指
定
す
る
内
地
府
県
の
追
加
や
削
除
、
及
び
移
入
可
否
の
調
整
を

随
時
公
告
し
た
。
要
す
る
に
、
台
湾
総
督
府
は
水
際
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
家
畜
の
輸
移
出
元
と
侵
入
が
懸
念
さ
れ
る
疫
病
の

種
類
に
応
じ
て
、
港
で
の
検
疫
を
厳
格
に
実
施
し
な
が
ら
、「
疫
病
発
生
地
」
を
指
定
し
、
輸
移
入
の
一
時
禁
止
を
告
知
し
た
の

で
あ
る
。

一
九
二
五
年
に
は
、
数
年
間
の
記
録
を
打
ち
破
り
、
内
地
豚
の
移
入
が
一
万
五
千
頭
を
超
え
、
皮
革
の
移
入
は
百
万
斤
に
達
し

た
。
当
時
の
世
論
は
、
こ
の
よ
う
な
家
畜
及
び
物
品
の
移
入
急
増
が
、
台
湾
の
家
畜
検
疫
史
の
中
で
は
大
き
な
変
革
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
台
湾
で
も
内
地
と
同
様
に
家
畜
伝
染
病
防
遏
関
連
法
規
の
改
正
の
機
運
が
高
ま
り
、
一

九
二
六
年
一
二
月
三
一
日
に
台
湾
総
督
府
は
従
来
の
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
」
及
び
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
施
行
細
則
」
を
廃
止

し
、
府
令
第
二
号
に
よ
り
、
内
地
の
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
及
び
「
家
畜
結
核
病
予
防
法
」
が
一
九
二
七
年
一
月
一
日
か
ら
台

湾
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
公
示
し
た
。
そ
し
て
、
府
令
第
四
号
と
第
七
号
に
よ
り
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
」
と
「
家
畜

伝
染
病
検
疫
規
則
」
が
そ
れ
ぞ
れ
公
示
さ
れ
、
新
し
い
法
制
度
施
行
の
根
拠
と
（
48
）

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
台
湾
の
海
港
家
畜
検
疫
制
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度
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

一
九
一
一
年
一
一
月
二
五
日
、
台
湾
総
督
府
は
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
」
及
び
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
施
行
細
則
」
を
同
時
に

改
正
し
た
。
改
正
後
の
海
港
家
畜
検
疫
制
度
で
は
、
家
畜
の
輸
移
入
が
基
隆
と
淡
水
の
二
つ
の
港
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に

規
定
さ
れ
た
。
同
時
に
、
家
畜
の
海
港
検
疫
を
よ
り
徹
底
す
る
た
め
、
臨
検
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
さ
れ
、
検
疫
者
の
専
門
性

が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
調
査
項
目
は
、
内
容
が
よ
り
詳
細
に
な
り
、
正
確
な
情
報
公
開
制
度
が
強
化
さ
れ
た
。
検
疫
終

了
時
に
は
、
検
疫
担
当
者
の
署
名
入
り
の
証
明
書
が
発
行
さ
れ
、
輸
移
入
家
畜
が
検
疫
を
完
了
し
た
か
ど
う
か
を
明
確
に
識
別
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

検
疫
の
実
情
を
見
る
と
、
こ
の
時
期
、
牛
や
豚
な
ど
の
家
畜
は
主
に
内
地
か
ら
移
入
さ
れ
て
い
た
が
、
内
地
豚
の
移
入
が
減
少

し
、
台
湾
の
需
要
を
満
た
せ
な
い
場
合
に
の
み
、
中
国
大
陸
か
ら
一
定
数
の
生
豚
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
ま
ず
基
隆
港
務

所
が
基
隆
と
淡
水
に
輸
入
家
畜
の
検
疫
所
を
設
置
し
、
専
任
の
港
務
獣
医
が
輸
入
家
畜
の
検
疫
を
担
当
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
船

上
で
臨
検
を
行
い
、
検
査
に
合
格
し
た
家
畜
に
は
証
明
書
が
発
行
さ
れ
、
正
式
な
陸
揚
げ
が
許
可
さ
れ
た
。
一
方
、
伝
染
病
に
感

染
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
家
畜
は
留
置
、
隔
離
、
も
し
く
は
殺
処
分
と
な
っ
た
。

一
九
二
〇
年
一
二
月
、
総
督
府
は
中
国
全
土
を
「
有
病
地
」
に
指
定
し
、
淡
水
港
の
獣
疫
検
疫
所
の
留
置
畜
舎
及
び
そ
の
設
備

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
た
。
一
九
二
一
年
八
月
以
降
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
家
畜
は
全
て
淡
水
港
で
検
疫
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
台
湾
総
督
府
は
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
家
畜
に
対
し
て
よ
り
厳
格
な
検
疫
を
実
施
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し
、
家
畜
疫
病
の
侵
入
を
完
全
に
防
止
し
よ
う
と
図
っ
た
。
そ
の
後
、
総
督
府
は
内
地
で
流
行
し
て
い
た
非
法
定
伝
染
病
「
牛
の

伝
染
性
肋
膜
肺
炎
」
の
台
湾
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
そ
の
疫
病
が
流
行
し
て
い
る
内
地
の
府
県
を
「
有
病
地
」
に
指
定
し
、

「
有
病
地
」
か
ら
の
生
き
た
牛
の
輸
入
を
一
時
停
止
し
た
。
ま
た
、
伝
染
病
の
流
行
範
囲
の
変
化
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
牛
の
移
入

措
置
を
調
整
し
、
効
果
的
な
水
際
対
策
を
図
っ
た
。
要
す
る
に
、
こ
の
時
期
の
台
湾
の
海
港
家
畜
検
疫
は
「
有
病
地
」
指
定
と
も

連
動
し
て
柔
軟
か
つ
厳
格
に
実
施
さ
れ
、
経
済
的
な
利
益
を
考
慮
し
つ
つ
ウ
イ
ル
ス
を
台
湾
に
持
ち
込
ま
せ
な
い
よ
う
に
す
る
体

制
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

注（
1
）
永
島
剛
・
市
川
智
生
・
飯
島
渉
『
衛
生
と
近
代
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
七
年
、
二
四
頁
。

（
2
）
例
え
ば
、
高
江
洲
昌
哉
「
台
湾
に
お
け
る
獣
疫
予
防
制
度
の
成
立
」、
檜
山
幸
夫
編
『
帝
国
日
本
の
展
開
と
台
湾
』、
創
泉
堂
、
二
〇
一

一
年
所
収
、
二
九
九
〜
三
三
六
頁
、
呉
明
勇
「
日
治
時
期
台
湾
総
督
府
血
清
製
造
所
建
立
之
歴
史
考
察
―
―
以
組
織
変
遷
与
人
事
構
造
為

中
心
」、『
第
一
屆
区
域
社
会
史
学
術
研
討
会
』
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
淡
江
大
学
歴
史
学
系
、
二
〇
一
一
年
所
収
、
一
〜
二
四
頁
等
。

（
3
）
詳
細
は
、
末
武
美
佐
「
日
治
時
期
台
湾
家
畜
疫
病
防
治
制
度
之
研
究
（
一
八
九
五
〜
一
九
四
五
）」（
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
博
士
論

文
、
二
〇
二
二
年
）、
三
八
〜
七
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
例
え
ば
、
鄭
俊
彬「
台
湾
光
復
前
基
隆
港
検
疫
業
務
実
施
的
問
題
」、『
台
北
文
献
』第
一
四
四
号（
二
〇
〇
三
年
六
月
）、
九
七
〜
一
二

五
頁
、
梁
璨
尹
「
国
家
与
検
疫：

日
治
時
期
台
湾
海
港
検
疫
制
度
之
研
究
」（
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
修
士
論
文
、
二
〇
〇
九
年
）
等
。

（
5
）
永
島
剛
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
海
港
検
疫
」、
一
八
一
〜
一
九
七
頁
、
南
塚
信
吾
・
小
谷
汪
之
・
木
畑
洋
一
編
『
歴
史
は
な
ぜ
必
要
な
の

か
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
所
収
。

（
6
）
末
武
美
佐
「
日
治
初
期
台
湾
家
畜
疫
病
政
策
之
試
行
―
―
海
港
獣
類
検
疫
為
中
心
（
一
八
九
六
―
一
九
一
一
）」、『
台
湾
師
大
歴
史
学
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報
』
第
六
二
期
（
二
〇
一
九
年
六
月
）、
一
六
九
頁
。

（
7
）
末
武
美
佐
「
日
治
初
期
台
湾
家
畜
疫
病
政
策
之
試
行
―
―
海
港
獣
類
検
疫
為
中
心
（
一
八
九
六
―
一
九
一
一
）」、
一
七
〇
〜
一
七
一

頁
。

（
8
）
「
小
野
新
市
氏
談：

台
湾
の
養
豚
（
一
）」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
三
八
一
〇
号
、
明
治
四
三
年
一
二
月
二
八
日
、
五
版
。

（
9
）
「
台
湾
総
督
府
律
令
第
四
号：

台
湾
獣
疫
予
防
規
則
中
改
正
」、「
台
湾
総
督
府
府
令
第
九
一
号：

明
治
三
二
年
五
月
府
令
第
三
六
号
台

湾
獣
疫
予
防
規
則
施
行
細
則
中
改
正
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
三
三
八
〇
号
、
明
治
四
四
年
一
一
月
二
五
日
、
七
三
版
。

（
10
）
「
基
隆
庁
訓
令
第
四
號：

基
隆
輸
入
獣
類
検
疫
所
規
程
」、『
基
隆
庁
報
』
第
一
一
号
、
明
治
三
五
年
三
月
一
七
日
、
二
一
版
、「
台
北
庁

訓
令
第
三
四
号：

淡
水
輸
入
獣
類
検
疫
所
規
程
改
正
」、『
台
北
庁
報
』
第
九
〇
号
、
明
治
三
五
年
八
月
一
三
日
、
一
五
三
〜
一
五
四
版
。

（
11
）
「
勅
令
第
一
五
一
号：
台
湾
総
督
府
港
務
所
官
制
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
三
二
三
五
号
、
明
治
四
四
年
五
月
一
七
日
、
四
七
版
、「
台

湾
総
督
府
訓
令
第
一
〇
四
号：
台
湾
総
督
府
港
務
所
分
課
規
程
」、「
台
湾
総
督
府
告
示
第
八
四
号：

台
湾
総
督
府
港
務
所
出
張
所
ヲ
台
北

滬
尾
ニ
設
置
ノ
件
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
三
二
四
六
号
、
明
治
四
四
年
五
月
三
一
日
、
八
一
〜
八
二
版
。

（
12
）
「
台
湾
総
督
府
府
令
第
九
一
号：

明
治
三
二
年
五
月
府
令
第
三
六
号
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
施
行
細
則
中
改
正
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第

三
三
八
〇
号
、
明
治
四
四
年
一
一
月
二
五
日
、
七
三
版
。

（
13
）
岡
見
義
治
「
養
豚
瑣
話
」、『
牧
畜
雜
誌
』
第
一
四
六
号
、
二
〜
三
頁
、
農
林
省
畜
産
局
編
『
本
邦
ノ
養
豚
』、
農
林
省
、
一
九
三
七
年
、

『
畜
産
彙
纂
』
第
九
〇
号
、
一
〜
三
頁
所
収
。

（
14
）
「
豚
の
販
路
調
査
」、『
鹿
児
島
新
聞
』
第
七
五
五
八
号
、
明
治
四
〇
年
七
月
六
日
、
二
版
。

（
15
）
「
豚
の
台
湾
輸
出
」、『
鹿
児
島
新
聞
』
第
七
八
七
九
号
、
明
治
四
一
年
七
月
二
五
日
、
五
版
。

（
16
）
鹿
児
島
県
編
『
鹿
児
島
県
治
綱
要
』、
鹿
児
島
県
、
一
九
二
五
年
、
六
五
頁
、「
豚
の
販
路
調
查
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
三
二
〇
六

号
、
明
治
四
二
年
一
月
九
日
、
二
版
、「
鹿
児
島
生
豚
輸
出
会
社
近
況
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
四
三
〇
二
号
、
明
治
四
五
年
五
月
二
二

日
、
四
版
、「
台
鹿
商
業
の
連
絡
（
志
々
目
代
議
士
談
）」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
四
七
三
四
号
、
大
正
二
年
八
月
一
〇
日
、
一
版
。
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（
17
）
「
移
入
豚
契
約
成
る
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
四
四
八
六
号
、
大
正
元
年
一
一
月
二
八
日
、
一
版
、「
瀆
職
事
件
公
判

愈
々
豚
の
本
問

題
に
入
る
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
六
二
三
〇
号
、
大
正
六
年
一
〇
月
三
〇
日
、
三
版
（
版
間
）、
日
本
統
治
期
台
北
消
防
組
の
概
要
と

篠
塚
初
太
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
蔡
秀
美
『
從
水
龍
到
消
防
車
―
―
日
治
前
期
台
湾
消
防
制
度
之
研
究
（
一
八
九
五
〜
一
九
二
一
）』、

五
南
、
二
〇
一
一
年
、
七
二
〜
八
九
、
一
二
九
頁
。

（
18
）
「
寄
贈
討
蕃
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
三
六
九
九
号
、
明
治
四
三
年
八
月
二
四
日
、
五
版
、「
課
税
委
員
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
三
九

二
三
号
、
明
治
四
四
年
四
月
二
六
日
、
二
版
、「
基
隆
移
入
豚
仲
買
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
四
五
二
一
号
、
大
正
二
年
一
月
三
日
、
三

版
、「
慰
問
金
品
寄
贈
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
四
七
四
六
号
、
大
正
二
年
八
月
二
二
日
、
七
版
、「
豚
横
領
の
公
判
」、『
台
湾
日
日
新

報
』
第
六
三
八
七
号
、
大
正
七
年
三
月
五
日
、
七
版
等
参
照
。

（
19
）
「
移
出
豚
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
四
四
七
六
号
、
大
正
元
年
一
一
月
一
七
日
、
五
版
。

（
20
）
小
野
新
市
「
鹿
児
島
県
下
ニ
於
ケ
ル
養
豚
業
」、『
台
湾
農
事
報
』
第
八
〇
号
（
大
正
二
年
七
月
二
〇
日
）、
二
〇
〜
四
五
頁
、
小
野
新

市
「
鹿
児
島
県
下
ニ
於
ケ
ル
養
豚
業
（
二
）」、『
台
湾
農
事
報
』
第
八
一
号
（
大
正
二
年
八
月
二
〇
日
）、
四
一
〜
四
六
頁
、
小
野
新
市

「
鹿
児
島
県
養
豚
調
査
附
記
」、『
台
湾
農
事
報
』
第
八
二
号
（
大
正
二
年
九
月
二
〇
日
）、
五
〇
〜
五
二
頁
、
小
野
新
市
「
鹿
児
島
県
養
豚

調
査
（
附
記
）」、『
台
湾
農
事
報
』
第
八
三
号
（
大
正
二
年
一
〇
月
二
〇
日
）、
五
五
〜
六
〇
頁
。

（
21
）
小
野
新
市
「
鹿
児
島
県
下
ニ
於
ケ
ル
養
豚
業
（
二
）」、
四
六
頁
。

（
22
）
「
移
入
豚
の
減
少
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
四
八
四
〇
号
、
大
正
二
年
一
一
月
三
〇
日
、
一
版
。

（
23
）
「
移
入
豚
近
況
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
四
九
一
九
号
、
大
正
三
年
二
月
二
〇
日
、
二
版
。

（
24
）
星
武
・
藍
田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
台
北
州
港
務
部
検
疫
課
、
一
九
三
六
年
、
二
九
〜
三
〇
頁
を
参
照
。

（
25
）
星
武
・
藍
田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
二
九
〜
三
〇
頁
。

（
26
）
「
畜
産
組
合
の
新
出
現
如
何

基
隆
検
疫
廃
止
と
豚
価
の
誤
解
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
八
三
八
号
、
大
正
一
一
年
三
月
二
六
日
、

三
版
。
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（
27
）
「
本
島
の
養
豚
業

豚
の
輸
入
と
牛
疫
取
締
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
四
九
九
号
、
大
正
一
〇
年
四
月
二
一
日
、
三
版
。

（
28
）
星
武
・
藍
田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
二
七
〜
三
〇
頁
、
小
島
一
生
、『
台
湾
畜
産
統
計
』、
三
九
頁
。

（
29
）
星
武
・
藍
田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
二
九
頁
。

（
30
）
「
畜
類
と
検
疫

厳
重
検
査
の
要
あ
り
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
〇
一
八
号
、
大
正
八
年
一
二
月
二
七
日
、
二
版
。

（
31
）
星
武
・
藍
田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
二
九
〜
三
〇
頁
。

（
32
）
「
勅
令
第
三
五
〇
号：

台
湾
総
督
府
港
務
所
官
制
改
正
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
二
二
一
九
号
、
大
正
九
年
一
〇
月
一
〇
日
、
四
七
版
、

台
湾
総
督
府
編
『
台
湾
総
督
府
職
員
録
（
大
正
十
年
）』、
台
湾
日
日
新
報
、
一
九
二
一
年
、
一
八
六
〜
一
八
七
頁
。

（
33
）
「
台
湾
総
督
府
告
示
第
二
一
八
号：

支
那
ヲ
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
ニ
依
ル
有
病
地
ト
指
定
ノ
件
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
二
二
七
八
号
、

大
正
九
年
一
二
月
二
三
日
、
八
四
版
。

（
34
）
「
獣
疫
予
防

輸
入
豚
其
他
に
対
し
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
三
八
二
号
、
大
正
九
年
一
二
月
二
五
日
、
二
版
。

（
35
）
「
本
島
の
養
豚
業

豚
の
輸
入
と
牛
疫
取
締
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
四
九
九
号
、
大
正
一
〇
年
四
月
二
一
日
、
三
版
。

（
36
）
日
本
統
治
期
台
湾
の
牛
疫
防
遏
の
経
過
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、末
武
美
佐「
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
家
畜
伝
染
病
予
防
政
策
と

そ
の
実
践
―
―
牛
疫
防
遏
を
中
心
に
―
―
」『
近
代
日
本
研
究
』第
三
九
号（
二
〇
二
三
年
三
月
）、
二
一
三
〜
二
四
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
37
）
「
台
湾
総
督
府
告
示
第
八
一
号：

基
隆
港
ニ
於
ケ
ル
輸
入
獣
類
検
疫
施
行
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
二
三
八
五
号
、
大
正
一
〇
年
五
月

二
四
日
、
一
〇
五
版
、
星
武
・
藍
田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
三
〇
〜
三
一
頁
。

（
38
）
高
澤
寿
「
豚
の
牛
疫
」、『
台
湾
農
事
報
』
第
一
一
四
号
（
大
正
五
年
五
月
二
〇
日
）、
四
四
〜
五
二
頁
、
高
澤
寿
『
台
湾
牛
疫
史
』、
台

湾
総
督
府
殖
産
局
、
一
九
二
五
年
、
三
六
〜
三
七
頁
を
参
照
。

（
39
）
「
閑
却
さ
れ
つ
つ
あ
る
対
岸
養
豚
の
調
査
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
九
九
七
号
、
大
正
一
一
年
九
月
一
日
、
二
版
。

（
40
）
「
台
湾
総
督
府
勅
令
第
四
三
二
号：

台
湾
総
督
府
地
方
官
官
制
中
改
正
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
号
外
、
大
正
一
三
年
一
二
月
二
五
日
、

一
八
〜
一
九
版
、
台
湾
総
督
府
『
台
湾
総
督
府
職
員
録
』
大
正
一
四
年
度
分
、
台
湾
日
日
新
報
、
一
九
二
五
年
、
二
二
六
頁
、
星
武
・
藍
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田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
三
二
頁
。

（
41
）
星
武
・
藍
田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
三
二
頁
。

（
42
）
「
詹
炎
録

豚
肉
之
価
驟
昂

宜
廃
生
豚
仲
買
許
可
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
六
六
五
号
、
大
正
一
〇
年
一
〇
月
四
日
、
五
版
。
な

お
引
用
部
分
の
原
典
は
漢
文
の
新
聞
記
事
で
あ
る
。
引
用
に
あ
た
り
筆
者
が
翻
訳
し
た
。

（
43
）
小
島
一
生
、『
台
湾
畜
産
統
計
』、
四
二
頁
。

（
44
）
山
脇
圭
吉
『
日
本
帝
国
家
畜
伝
染
病
予
防
史
（
大
正
・
昭
和
第
一
篇
）』、
獣
疫
調
查
所
、
一
九
三
六
年
、
七
四
五
〜
七
六
四
頁
、
山
脇

圭
吉
『
日
本
家
畜
防
疫
史
』、
一
九
一
〜
一
九
八
頁
を
参
照
。

（
45
）
高
澤
寿
・
村
松
歲
春
「
台
湾
家
畜
伝
染
病
防
遏
史
―
―
二

家
畜
伝
染
病
関
係
法
規
」、『
台
湾
之
畜
産
』
第
五
巻
第
一
号
（
昭
和
一
二

年
一
月
二
〇
日
）、
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
46
）
「
台
湾
総
督
府
告
示
第
一
二
〇
号：

生
牛
移
入
停
止
ノ
件
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
三
六
〇
九
号
、
大
正
一
四
年
九
月
八
日
、
九
版
、

「
台
湾
総
督
府
告
示
第
一
六
九
号：
大
正
一
四
年
告
示
第
一
二
〇
号
中
左
ノ
通
改
正
ス
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
三
六
七
四
号
、
大
正
一

四
年
一
二
月
三
日
、
六
版
、「
台
湾
総
督
府
告
示
第
一
八
六
号：

台
湾
獣
疫
預
防
規
則
ニ
依
リ
生
牛
ノ
移
入
ヲ
停
止
ス
ル
府
県
追
加
」、

『
台
湾
総
督
府
報
』
第
三
六
九
五
号
、
大
正
一
四
年
一
二
月
二
七
日
、
九
〇
版
、「
台
湾
総
督
府
告
示
第
七
二
号：

台
湾
獣
疫
預
防
規
則
ニ

依
リ
生
牛
ノ
移
入
ヲ
停
止
ス
ル
府
県
中
改
正
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
三
八
〇
七
号
、
大
正
一
五
年
五
月
二
〇
日
、
九
七
版
、「
台
湾
総

督
府
告
示
第
一
三
四
号：

大
正
一
四
年
告
示
第
一
二
〇
号
中
改
正
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
三
九
三
四
号
、
大
正
一
五
年
一
一
月
五
日
、

五
版
、「
台
湾
総
督
府
告
示
第
二
六
号：

大
正
一
四
年
告
示
第
一
二
〇
号
中
改
正
」、『
台
湾
総
督
府
報
』
第
四
八
号
、
昭
和
二
年
三
月
三

日
、
一
三
頁
。

（
47
）
「
畜
産
組
合
の
新
出
現
如
何

基
隆
検
疫
廃
止
と
豚
価
の
誤
解
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
八
三
八
号
、
大
正
一
一
年
三
月
二
六
日
、

三
版
。

（
48
）
星
武
・
藍
田
俊
郎
『
台
湾
海
港
獣
類
検
疫
史
』、
三
二
〜
三
三
頁
。
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